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平成3年2月28日現在

39，634人(+6) 

18，844入(一7) 

20，790人(十13)
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橋
と
い
う
橋
が
初
め
て
で
き
ま
し
た
。
渡
場
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
昔

の
御
番
所
と
油
屋
の
聞
の
辺
へ
向
け
て
、
川
舟
を
い
く
つ
も
並
べ

て
、
そ
の
上
に
橋
脚
を
据
え
、
そ
の
土
に
橋
桁
を
わ
た
し
、
橋
板

を
し
き
渡
し
た
も
の
で
、
風
流
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
橋
が
で
き

て
、
人
力
車
、
荷
車
等
も
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
お
よ
そ
三
十
年
間
も
続
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
が
大
正
二
年
に
や
っ
と
今
の
鉄
橋
に
な
り
、
楽
な
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昔
の
渡
し
舟
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
今
昔
の
感
に
た

え
ま
せ
ん
』

今
や
本
四
架
橋
時
代
、
浮
亀
橋
を
往
来
し
た
人
々
が
あ
の
瀬
戸

大
橋
を
自
に
し
た
と
し
た
ら
、
一
体
ど
ん
な
感
想
を
抱
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

な
つ
か
し
の
大
洲
③ 

(
肱
川
暮
色
・
下
)

拡
川
が
、
わ
た
し
の
時
代
か
ら
橋
の
時
代
へ
と
移
リ
ゆ
く
頃
に
、

浮
亀
橋
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

大
月
満
前
の
記
し
た
」
人
月
文
書
H

の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
り
ま
す
。
『
大
洲
の
川
は
、
昔
は
渡
舟
で
渡
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
渡
し
場
は
、
渡
場
の
わ
た
し
、
桝
形
の
わ
た
し
、
城
山

の
わ
た
し
の
三
箇
所
・
・
・
中
略
・
・
・
ず
い
分
面
倒
で
不
便
な

も
の
で
し
た
。

明
治
十
年
頃
で
し
ょ
う
か
、
私
の
子
供
の
時
に
、
渡
場
に
浮
亀

平成3年4月1日発行 発行大洲市役所編集企画情報課

企
渡
場
に
あ
っ
た
浮
亀
橋
(
明
治
後
半
)

河建

一d
司
肱
川
橋
の
落
成
に
わ
く
住
民
(
大
正
二
年
)
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平成3年4月1日

岨
タZ
紗7ι|

タ
絡協
タ
λウ'/1司‘ιグJ

タシ
タ

平
成
元
年
十
二
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
、

カ
ら
試
運
転
を
開
始
し
て
い
た
「
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境

が
全
て
の
試
験
を
終
了
。

'> セ
ン
タ

l
」

一，
縁
働
す
る
こ
と
に
な
り
ま

主
な
施
設
の
特
徴
は
次
し
た
の
と
お
り
で

おおず広報

引

今
年
一
月

四
月
一

日
か
ら
本

す。

多終選

霊童
認の~

愛題
談参議

一
ゴ
ミ
を
完
全
焼
却

。
一
日
に
六
十
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
高
温
で

完
全
焼
却
し
、
未
燃
分
の
極
め
て
少
な

い
衛
生
的
な
灰
に
し
て
い
ま
す
。

ニ
高
度
な
公
害
防
止
設
備

O
ゴ
ミ
焼
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
「
塩

化
水
素
」
及
び
「
ば
い
ど
ん
」
の
除
去

は
、
極
め
で
厳
し
い
基
準
の
も
と
で
設

計
し
、
高
性
能
な
有
毒
ガ
ス
除
去
装
置

及
び
電
気
集
じ
ん
装
置
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

O
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
る
「
排
水
L

は、

高
度
な
排
水
処
理
設
備
に
よ
っ
て
処
理

さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
内
で
再
利
用
す
る
た

め
外
部
に
は
放
流
し
ま
せ
ん
。

。
「
ゴ
ミ
の
臭
気
」
は
、
エ
ア
カ
ー
テ

ン
で
外
部
へ
漏
れ
る
の
を
防
ぐ
と
と
も

2 

に
、
ピ
ッ
ト
内
の
臭
気
を
燃
焼
用
空
気

と
し
て
焼
却
炉
内
に
送
り
、
高
温
で
分

解
さ
せ
、
無
害
・
無
臭
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

O
騒
音
源
と
な
る
機
器
は
、
で
き
る
限

り
低
騒
音
型
の
機
器
を
使
用
す
る
と
と

も
に
、
十
分
遮
音
効
果
の
あ
る
建
屋
構

造
と
し
て
い
ま
す
。

理
的
・
能
率
的
な
運
転
管
理
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
ク
レ
ー
ン
の
自
動
化
、

自
動
埋
火
、
誘
引
送
風
機
の
回
転
数
制

御
、
デ
ー
タ
処
理
設
備
な
ど
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
技
術
を
駆
使
し
て
省
力
化
を
図

つ
で
い
ま
す
。

三
効
率
の
良
い
運
転
管
理

O
セ
ン
タ
ー
内
の
装
置
は
、
中
央
制
御

室
で
集
中
監
視
制
御
さ
れ
る
の
で
、
合



おおず広報

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を

大
き
く
分
類
す
る
と
、
紙
や
残
飯
・
野

菜
く
ず
、
繊
維
類
な
ど
の
「
可
燃
ゴ
、
ご

と
、
金
属
や
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
な
ど
の

「
不
燃
ゴ
ミ
」
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
で
も
、
燃
や

す
と
有
害
な
ガ
ス
を
出
し
た
り
、
高
温

に
な
っ
て
焼
却
炉
を
い
た
め
る
な
ど
、

一
般
に
「
可
燃
ゴ
ミ
」
と
し
て
扱
う
の

が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
色
々
な
ゴ
ミ
を
分
け
て
出

す
こ
と
が
「
分
別
L

で
、
集
め
ら
れ
た

ゴ
ミ
の
処
理
工
程
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ

た
め
に
は
、
こ
の
「
分
別
」
が
重
要
で

す
。
適
切
な
分
別
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
ゴ
ミ
収
集
に
手
聞
が
か
か
っ
た
り
、

焼
却
に
支
障
が
出
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
私
た
ち
が
ゴ
ミ
と
呼
ん

で
い
る
も
の
の
大
部
分
は
、
再
生
利
用

が
可
能
な
「
資
源
」
と
し
て
の
価
値
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
回
収
の
ル

l
ル

に
従
っ
て
、
そ
れ
ら
を
本
当
の
ゴ
ミ
と

区
別
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努
め
る
ご

平成3年4月1日

と
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
税
金
の
む
だ

使
い
を
な
く
し
、
か
け
が
え
の
な
い
資

源
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

ゴ
ミ
を
出
す
時
に
は

A稼働中のゴミクレーン

ゴ
ミ
を
出
す
時
に
は
、
特
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
八
時
ま
で
に

決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

2

ゴ
ミ
は
ポ
リ
袋
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
丈
夫
な
袋
に
入
れ
て
出
し
で
く
だ

さ
い
。

3

生
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

4

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
穴
を
あ
け
て
ガ

ス
を
抜
い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
0

5
雑
誌
・
新
聞
・
ボ
ロ
布
は
、
ひ
も

で
し
ば
っ
て
出
し
で
く
だ
さ
い
。

6

木
・
草
・
竹
な
ど
は
、
五
十
七
わ
程

度
の
長
さ
に
切
り
束
ね
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

7

燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の

分
別
は
き
ち
ん
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
0

8

金
具
や
と
が
っ
た
物
は
、
布
で
包

む
な
ど
し
て
危
険
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

事
業
ゴ
ミ
・
一
時

多
量
ゴ
ミ
の
処
理

事
業
ゴ
ミ
な
ど
、
一
般
の
家
庭
ゴ
ミ

と
性
質
の
異
な
る
ゴ
ミ
は
、
市
の
指
示

す
る
処
分
施
設
へ
自
己
搬
入
す
る
か
、

市
の
許
可
を
受
け
た
二
般
廃
棄
物
処

理
業
許
可
業
者
u

へ
依
頼
し
て
く
だ
さ

av対
象
と
な
る
ゴ
ミ

A'

一
会
社
・
工
場
・
商
庖
・
病
院
・
飲

食
庖
・
喫
茶
庖
な
ど
の
事
業
活
動
で

出
る
ゴ
ミ

二
引
越
・
改
築
な
ど
で
出
る
一
時
多

量
ゴ
ミ

三
家
電
製
品
・
家
具
な
ど
の
粗
大
ゴ

-
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
業
者
.

0
大
洲
産
業
(
東
大
洲
)

宮
(
匂
2
7
2
3

0
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
(
徳
森
)

宮

(
@
3
3
2
9

0
大
洲
清
掃
(
徳
森
)
宮(匂
5
4
3
6

大洲市・長浜町環境センタ一案内図



明日 場 所 時 関 明日 主語 所 時 間

柳沢桐の日バス停前 9:10~ 9:30 新谷中組:h'庵前 9:10~ 9:40 

柳沢居場バス停前 9:40~10:00 喜多山佐伯商庖前 9: 50~ 10:30 

大洲市農協田処出張所前 10:10~10:40 新谷連絡所 10: 40~ 11: 40 

4/18 
柳沢連絡所前 10: 50~ 11: 40 肱北公民館田口分館 13 ・1O~13:50

4/15 休)
菅田朝日集会所 13:10~13:30 肱北公民館市木分館 14 ・ 00~14 ・ 40

侭)
パJ、届A ノ品大 ム五 管宝 13:50~14:10 徳森児童センタ 前 14:50~15:30 

大竹分校跡 14:20~14 ・ 40 愛媛資材前 15:40~16:20 

宇津集会所 14:50~15:10 打越集会所 9: 10~ 9:40 

菅田連絡所 15:20~16:20 初尾集会所 10: OO~ 10: 30 

明日香Aコープ駐車場団地 9:00~ 自 :30 上須戒連絡所 10:40~11:40 

4/19 
大根鳳林寺 百 :40~10:00 八多浪集会所 13:20~13:50 

(i) 
平野公民館平地上分館 10:20~10:40 手成本村集会所 14:10~14:30 

4/16 平野連絡所 10: 50~ 11: 50 中場集会所 14:40~15:00 

oめ 長谷本村集会所 13:20~13:40 八多喜連絡所 15:10~16:10 

梅川公民館 14:00~14:20 三善峠集会所 9:00~ 9:30 

野佐来公民館 14:40~15:00 石仏集会所 9:50~10:20 

南久米連絡所 15 ・ 10~16:10 4/22 三善連絡所 10:40~11:40 

蔵川日の平集会所 9:20~ 9・40 伺) 肱北公民館五郎分館 13:20~14:10 

大洲市農協蔵川出張所前 9: 50~10: 20 肱北公民館若宮分館 14:20~15:20 

大川連絡所 10:40~11:40 社会教育センター 15: 30~ 16: 30 

4/17 
高山西集会所 13: 1O~13:40 

休)

思議
久米公民館 14: OO~ 14: 30 

只越わかば台団地集会所 14:40~15:10 

大洲市民会館 15:20~16 ・ 30

おおず

日

平成3年4月1日

畜犬登録Jとバ

予一階建慰港日

V忘れないで/

平
成
三
年
度
の
畜
犬
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
、
左
表
の
予
定
で
実
施
し

ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
も
よ

り
の
場
所
で
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。狂
犬
病
予
防
注
射
も
、
畜
犬
登
録
と

同
様
に
、
年
一
回
受
け
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
で
い
ま
す
。
今
回
、
都
合
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
指
定

獣
医
師
の
診
療
所
へ
犬
を
連
れ
て
行
き
、

登
録
・
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
(
診

療
注
射
)
。
あ
る
い
は
、
指
定
獣
医
師

に
家
ま
で
来
て
も
ら
い
、
登
録
・
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
(
訪
問
注
射
)

所場時

広報

生
後
九
十
一
日
以
上
た
っ
た
犬
に
つ

い
て
は
、
必
ず
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

今
後
新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
人
も
、
同

様
に
し
て
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
新
谷
乙
三
一

O
の
二

宮
(
⑪

3
2
2
3

0
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九
宮
⑫
4
2
7
6

な
お
、
犬
を
連
れ
で
行
く
と
き
に
は
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

。
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
お
く
。

O
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て
い

ノ〈、。
O
引
綱
に
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
を
使
用
し
、

首
輪
の
点
検
を
し
て
お
く
。

{
料
金
}

O
期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

一
頭
に
つ
き
四
、
六
二

O
円

ヘ
予
防
注
射
料
二
、
五
二

O
円
/

〆
登
録
料
二
、
一

O
O円
¥

O
診
療
注
射
の
場
合
五
、
一
二

O
円

。
訪
問
注
射
の
場
合
五
、
六
二

O
円

一
指
定
獣
医
師
一

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田

直
)

(注)当日は印鑑を必ず持参してください。

さ
く
ら
ま
つ
り
開

幕

春
の
香
り
に
う
ず
も
れ
て
、
い
こ
い

の
一
時
を
満
喫
す
る
H

さ
く
ら
ま
つ
り
H

が
閉
幕
し
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
日
程
と

花
の
見
頃
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大
洲

な
ら
で
は
の
春
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
o

V
3
月
お
日
開
幕
式
(
城
山
公
園
)

V
4
月
7
日
(
城
山
児
童
館
前
広
場
)

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
(
日
時
1

日
時
)
、
福
券
入
り
紅
白
も
ち
ま
き

大
会
(
日
時
1
日
時
日
分
)

V
4
月
四
日
観
桜
会
(
祇
園
公
園
山

項
、
日
時
1
)

V
4
月
幻
臼
俳
句
会
(
祇
園
公
園
全

域
に
投
句
箱
を
設
置
、
終
日
)

{
花
の
見
頃
}

O
そ
め
い
よ
し
の
一

3
月
お
日
1
4
月

刊
日
(
城
山
公
園
、
冨
土
山
公
園
)

O
八
重
桜
一

4
月
日
日
1
4
月
お
日

(
祇
園
公
園
)

- 4 



おおず

マラソン

広報

健康

平成3年4月1日

A 山下稔さん(菅田・ 37歳) 家の選手宣誓

一
一
般
女
チ
一
①
山
本
静
比
分
的
秒

②
古
沢
小
夜
子
③
亀
岡
保
江

一
高
校
女
子
}
①
藤
本
順
子
ロ
分
泣
秒

②
矢
野
美
加

一
中
学
男
子
一
①
山
田
聡
日
分
問
秒

②
大
宅
知
③
山
田
泰
伸

一
中
学
女
子
}
①
大
野
彰
子
日
分
開
秒

②
徳
永
栄
子
③
上
鍛
泊
千
恵

一
小
学
六
年
男
子
一
①
山
中
武
士
叩
分

ぬ
秒
②
森
本
俊
一
③
大
森
卓
也

一
小
学
六
年
女
子
}
①
中
野
由
紀
子
日

分
却
秒
②
村
本
美
由
紀
③
高
岡
節
子

一
小
学
五
年
男
子
一
①
中
野
誠
叩
分
問

秒
②
山
岡
篤
史
③
近
藤
宏

一
小
学
五
年
女
子
}
①
大
井
真
奈
美
ロ

分
担
秒
②
吉
岡
尚
美
③
松
本
美
紀

一
小
学
四
年
男
子
}
①
矢
野
和
彦
日
分

担
秒
②
和
気
昌
信
③
大
野
豊
明

一
小
学
四
年
女
子
}
①
矢
畑
祐
子
ロ
分

担
秒
②
坪
内
恵
③
栗
田
薫

-
ニ
キ
ロ
コ
l
ス
.

{
六
十
歳
以
上
一
①
森
本
徳
男
②
矢
野

佳
次
男
③
栗
田
四
郎

軽
自
動
車
税
を

減

免

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

又
は
療
育
子
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
で
、
二
疋
の
条
件
に
あ
で
は
ま
る
人

は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
の
申
請
は
税
務
課
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
お
ご
し
く
だ
さ
い
。

{
対
象
と
な
る
人
}

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
歩
行
の
困

難
な
人
又
は
、
精
神
障
害
者
と
生
計
を

一
に
す
る
人
。
た
だ
し
、
身
体
障
害
の

等
級
や
程
度
に
よ
っ
て
、
減
免
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
対
象
と
な
る
車
両
一

業
務
用
以
外
の
車
両
で
、
身
体
障
害

者
等
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
(
身
体

障
害
者
で
年
齢
十
八
歳
未
満
の
人
又
は

精
神
障
害
者
に
あ
っ
て
は
、
生
計
を
一

に
す
る
者
が
所
有
す
る
車
両
)
の
う
ち

-
ム
口一
申
請
に
必
要
な
も
の
一

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
障
害
程
度
の

確
認
で
き
る
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

{
受
付
期
間
一

四
月
一
日

1
四
月
三
十
日

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

ま
で
。
宮
(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
3

市税納期一覧表

干兇 目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 1其月 2真司 3期 4期

軽自動車税 全期

市県民税 1其百 2期 3期 4真月

国保税 1期 2期 3期 H月 5期 6共月

一
一
月
十
一
日
、
第
八
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
、
三
歳
か
ら

七
十
歳
ま
で
約
千
百
人
の
市
民
が
参
加
。
市
民
会
館

前
か
ら
平
野
に
か
け
て
、
早
春
の
大
洲
路
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
V
六
キ
ロ
コ
l
ス
.

一
一
般
男
子
一
①
丹
下
正
英
加
分
団
秒

②
武
田
芳
徳
③
村
上
芳
邦

一
高
校
男
子
}
①
藤
淵
誠
二
加
分
8
秒

②
森
本
英
則
③
矢
野
光
則

-
三
キ
ロ
コ
ー
ス

A'

一
一
般
男
子
}
①
村
本
知
律
日
分
的
秒

②
尾
上
博
和
③
吉
月
栄
敏

平成3年度

平成 3年度は固定資産前評価終の年度にあたり、第 1期の納期が 5月に変更となります。
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平成3年4月1日

八
多
喜
地
区
で
整
備
の
進
め
ら
れ
て

い
た
「
農
業
集
落
排
水
事
業
し
が
完
成

し
、
二
月
二
十
八
日
、
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら

農
村
の
汚
水
処
理
の
た
め
に
進
め
ら
れ

て
い
た
も
の
で
、
八
多
喜
地
区
が
指
定

さ
れ
た
の
は
、
市
内
の
農
業
振
興
地
域

の
中
で
も
居
住
密
度
が
高
く
、
汚
水
を

用
排
水
路
か
ら
分
離
し
て
処
理
す
る
必

要
が
生
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。

対
象
面
積
は
八
多
喜
地
区
平
野
部
の

二
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
処
理
戸
数
四

百
二
戸
、
人
口
千
三
百
六
十
人
を
カ
バ

ー
し
ま
す
。
山
石
津
に
完
成
し
た
処
理
施

設
の
合
併
処
理
浄
化
槽
で
は
、
一
日
に

最
大
四
百
四
十
九
立
方
れ
の
汚
水
が
処

理
で
き
ま
す
。
総
事
業
費
は
五
億
八
千

万
円
。
現
在
、
六
十
二
戸
の
汚
水
が
同

施
設
で
処
理
さ
れ
て
わ
り
、
平
成
六
年

= 

= 

= 

= 
2 

= 
= 

= 

= = 
= 
= 

z 
= 

、屯=
= z 

~、一= 可、=

〈や仁三

p ゾ〉言、七
リ

〈

"'ベ、 p、

お おず

厚生年金・国民年金還元融資で

医療機器を整備充実

広報

=市立大洲病院=

すま
。で

四
百

P 
.A._ 

技;
7丈
す
る
予
定
で

11111111111川町1!!UIIIIIHII1川IHmntUlllll1川IJlIl1川川111111111111111111111日川川lJlIl!lllJ!JI!lll!lI1ltlll1川111川111111川川川IllIlll川川1m川11111111111111111111(1

る土也土也か
土域価ら今
地で公地年
(標示価も
こ準は公
れ的、示三
をな者日カf 月
標 f吏市発二
準わ計表十
地れ画さ六
と方区れ日
いを域まに
いし内し国
までのた土
すい各。庁

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
医
学
・
医
術

の
進
歩
、
疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
に
わ
た
っ
て
医
療
水
準
の
向
上

に
努
め
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
な
ど

に
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
は
、
外
科
用
X
線
テ
レ

ビ
装
置
(
写
真
)
ほ
か
八
品
目
の
高
度
医

療
機
器
を
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
還
川

元
融
資
で
整
備
充
実
し
ま
し
た
。

一
八
品
目
の
内
容
}

H

O
上
部
消
化
管
汎
用
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
川

I
プ

O
大
腸
ス
コ
ー
プ

O
十
二
指
川

腸
ス
コ
ー
プ

O
電
気
水
圧
衝
撃
波
結
山

石
破
砕
装
置

O
U
F
C
付
患
者
監
視
川

装
置

O
人
工
呼
吸
器

O
患
者
監
視
山

装
置

O
白
動
血
圧
計

地価公示価格

を

知っていますか

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を

公
表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安

に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か

ら
の
距
離
な
ど
の
土
地
の
条
件
を
、
標

準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対
象
地
の
ム
お
お

よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
土
地
売

買
の
時
に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を

わ
調
べ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
内
の
標
準
地
の
価
格
、
標

準
地
が
接
す
る
道
路
の
種
類
な
ど
を
細

か
く
記
し
た
書
面
は
、
企
画
情
報
課
で

管
理
し
て
お
り
、
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
情
報
課
ま

で
(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
4
1
)

(
物
品
の
口
座
)

エ
ア
l
マ
ッ
ト
一
台
(
貸
出
し
用
)

菅

田

町

都

築

虞

美

入
浴
せ
っ
け
ん
・
シ
ャ
ン
プ
ー
三
百

十
三
点
(
と
み
す
寮
・
清
和
園
・
入
浴

サ
ー
ビ
ス
用
)東

大

洲

大

越

龍

雄

若

宮

品

田

邦

依

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

- 6 
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ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
寒
行
の
一
部
)

大
洲
市
仏
教
会
大
洲
分
会

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

北

只

一

瓦

永

巌

金
一
封
(
寄
付
金
を
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

基

金

ヘ

)

蔵

川

大

門

常

勝

金
一
封
(
寄
付
金
を
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア

基

金

へ

)

菅

田

町

:

宮

進

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

上

岡

八

卜

衛

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

竹

内

f章7



おおず

稽泌総~~O

広報平成3年4月1日

館蔵品展開催中 富士山公園-

山項に続く石段

林の中に設置されているので、夏でも、直射日光

ヒノキ

3月から一般に開放していますので、親子そろ

No.149 

ヂ
「
識
字
運
動
と
人
権
」
矧

一
酒
精
識
字
年
二
年
目
浩
一
呼
一
子
発
展

一
強
上
国
に
お
い
て
は
、
今
世
紀
中
に
、

一
非
誠
一
庁
者
一
沌
滑
く
す
た
め
の
取
り
組
ゆ

一
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下

一
汗

Jmぞ
品
切
国
の
識
字
運
動
を
、
ご
く

~
簡
単
に
記
述
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

日

①

ネ

パ

l
ル
は
現
在
の
識
字
率
が
三

日
五
%
。
国
の
西
部
に
位
置
し
一
千
日
級
の

や
山
々
に
固
ま
れ
た
ス
ル
ケ
ッ
ト
パ
レ

i

一
は
い
ん
吠
口
正
万
以
い
十
日
4
4
ロ
日
四
方

一
の
盆
地
に
響
く
朗
読
の
熱
気
。
平
成
元

一
年
に
四
沼
二
十
八
も
の
識
字
ク
ラ
ス
が

均
一
斉
に
設
け
ら
れ
、
二
児
を
持
つ
主
婦

大
洲
市
立
博
物
館
で
は
、
第
三
回
館
一
マ
ヤ
・
ポ
ン
ト
さ
ん
(
幻
歳
)
が
、
文

蔵
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
加
藤
文
~
字
を
知
っ
た
。
「
子
供
が
下
痢
に
な
っ
た

麗
や
旧
大
洲
藩
の
お
抱
え
絵
師
・
若
宮
一
時
ど
う
す
る
か
。
そ
ん
な
こ
と
も
わ
か

養
徳
、
晴
徳
の
作
品
の
ほ
か
、
書
家
と
一
る
な
比
べ
し
と
、
自
扮
の
世
界
が
即
が

し
て
有
名
な
大
洲
三
筆
の
作
品
や
藩
政
}
っ
た
識
字
の
喜
び
を
語
る
。
も
し
識
字

時
代
の
焼
き
物
・
五
郎
玉
川
焼
、
柳
瀬
一
濯
場
池
山
な
い
と
二
千
年
の
時
点
で
、

焼
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
市
非
識
字
者
数
は
、
千
百
万
人
に
な
る
と

ま
た
、
「
明
治
節
」
「
田
舎
の
四
季
L

市
い
わ
れ
て
い
る
。

の
作
詩
で
有
名
な
国
文
学
者
・
堀
沢
周
町
②
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
ド
ン
ム
ア
ン

安
の
遺
墨
ゃ
、
三
筆
の
一
人
・
仁
井
一
二
一
盃
洗
的
位
一
手
一
ぇ
泌
相
官
が
均
一
九
「
女

魚
愛
用
の
金
蒔
絵
箱
入
印
な
ど
、
新
た
向
性
の
地
位
向
上
協
会
L

の
主
宰
者
カ
ニ

に
購
入
し
た
も
の
も
展
示
中
で
す
。
向
タ
ウ
イ
ッ
チ
ェ
チ
ャ
ロ
ン
さ
ん
が
、
七

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
一
年
前
に
始
め
た
女
性
と
子
供
の
た
め
の

ま

す

。

ア

一

駆

山

口

必

み

寺

」

。

家

無

し

職

無

し

、

出

品

数

一

五

十

点

余

一

夫

の

暴

力

な

ど

、

こ

れ

ま

で

約

)

万

七

展
示
期
間
一

1
四
月
三
十
日
(
火
)
ザ
千
人
が
助
け
を
求
め
て
来
た
。
有
ば
っ

告
に
苦
し
む
東
北
・
北
部
の
村
で
は
、
十

7基のトリムが設置されました。

を避けて涼しく楽しむことがで、きます。

冨士山公園のふれあいの家横、

ってご利用ください。

?8いに、

「
人
権
と
同
和
教
育
」

一
・
二
才
の
少
女
が
約
一
万
パ

I
ツ

(

五
司
円
)
で
売
ら
れ
て
い
く
。
現
在
売

春
婦
約
八
十
万
人
と
い
わ
れ
る
。
カ
ニ

タ
さ
ん
の
下
に
逃
げ
て
来
た
女
性
の
八

割
が
小
学
校
卒
業
以
下
の
レ
ベ
ル
で
、

三
割
が
全
く
読
み
書
き
が
出
来
な
い
。

識
字
ク
ラ
ス
を
中
心
に
、
縫
製
・
美
容

じ
つ
ぎ

師
の
実
技
コ

l
ス
が
あ
り
、
全
て
無
料
ハ

③
モ
ザ
ン
ピ
!
ク
、
首
都
マ
プ
ト
。

独
立
三
年
後
の
一
九
八
七
年
以
来
国
を

あ

し

き

じ

-

3

い

ぱ

、

嵯
川
三
池
め
庁
い
る
識
字
一
教
育
。
職
場

地
域
等
町
の
至
る
所
、
全
国
内
に
約
千

三
百
に
の
ぼ
る
「
識
字
教
室
」
「
識
字

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。

「
私
は
学
校
教
育
を
受
け
で
な
い
。

子
供
の
頃
は
、
学
校
な
ん
一
口
一
夢
初
仕
堺

だ
っ
た
。

A
7
こ
う
し
て
、
机
に
教
科
書

を
広
げ
ら
れ
て
、
こ
ん
な
嬉
し
い
ご
と

は
な
い
よ
。
」

と
パ
ン
ゼ
さ
ん
y

五
歳
)
は
言
う
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
か
ら
独
立
し
た
時
、
国
民
の

九
割
以
上
は
文
字
を
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
年
余
、
識
字
率
が
三
O
%

配
患
に
上
が
っ
た
の
は
、
釘
か
に
恥
百
出

し
た
識
字
セ
ン
タ
ー
の
力
が
大
き
い
。

「
こ
の
年
に
な
っ
て
も
、
読
抜
書
き

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
造
り
に

少
し
は
役
立
つ
と
思
う
ん
だ
。
L

こ
れ
は
パ
ン
ゼ
さ
ん
の
こ
と
ば
で
す
。

識
字
は
ま
さ
に
、
五
十
の
手
習
い
と
い

え

ま

す

。

こ

の

項

続

く

。
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平成3年4月1日

旅
の
忠

由
Vo1.l3 

新
幹
線
「
ひ
か
り
号
L

に
乗
っ
て
、

ゆ
っ
た
り
と
坐
席
に
も
た
れ
静
か
に
目

を
つ
む
っ
て
い
る
と
、

A
7
自
分
が
秒
速

七
五
日
以
上
の
速
さ
で
動
い
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

年
中
豊
か
な
清
流
を
保
ち
、
周
囲
の

山
々
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
緑
に
輝
き
、

人
情
豊
か
な
郷
土
に
抱
か
れ
て
い
る
と
、

世
の
中
の
移
り
変
り
に
鈍
感
に
な
っ
て

く
る
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
指
し
て
、
世
の
中

が
高
速
交
通
化
、
高
度
情
報
化
等
に
向

っ
て
、
新
幹
線
並
み
の
速
さ
で
変
革
し

て
い
る
の
は
自
明
の
理
で
す
。

身
近
な
例
を
と
っ
て
も
、
市
街
地
を

縦
断
し
て
い
る
国
道
日
号
線
が
、
菅
田

ー
柚
木
聞
で
三
月
中
旬
、
自
動
車
専
用

道
路
と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。
松
ヶ
花

1
北
只
閣
の
全
線
開
通
予
定
は
平
成
四

年
度
で
あ
り
、
そ
う
な
る
と
、
肱
川
橋

を
通
っ
て
い
た
日
量
約
二
万
台
の
車
の

流
れ
は
、
五
千
台
以
下
に
激
減
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
、
高
速
道

が
開
通
し
、
大
洲

1
松
山
間
三
十
分
の

時
代
に
な
る
と
、
車
の
流
れ
は
市
街
地

の
外
沿
を
通
過
し
て
行
き
ま
す
。
国
道

日
号
大
洲
道
路
や
高
速
道
路
を
通
過
す

る
車
を
市
内
に
引
き
込
む
た
め
に
、
将

来
の
大
洲
市
を
い
か
に
創
造
す
べ
き
か

と
い
う
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
当

市
の
も
つ
個
性
を
存
分
に
生
か
し
た
新

し
い
イ
メ
ー
ジ
ゃ
つ
く
り
を
始
め
な
け
れ

おおず

新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
、

子
供
の
交
通
事
故
に
は
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

一
、
飛
び
出
し
ゃ
、
車
の
直
前
・
直
後

の
横
断
に
よ
る
事
故
が
多
い
。

二
、
学
校
か
ら
帰
宅
後
の
十
六
時
か
ら

十
八
時
の
間
の
事
故
が
多
い
。

三
、
自
宅
近
く
で
の
事
故
が
多
い
。

広報

事
故
の
特
徴
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

子
供
に
は
、

H

ひ
と
つ
の
こ
と
に
夢
中

に
な
る
と
、
他
の
こ
と
に
注
意
が
向
か

な
い
~
衝
動
的
な
行
動
を
と
る
H

な
ど

の
特
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性

を
十
分
認
識
し
、
車
の
走
る
道
路
に
出

る
と
き
に
は
、
「
止
ま
る
」
「
見
る
」
「
聞
く
し

「
待
っ
し
の
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
習

慣
や
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ば
、
時
代
の
波
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

大
洲
市
観
光
協
会
で
は
、
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
も
た
ら
す
大
洲
の
創
生
に
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
二
年

度
に
は
、
大
洲
市
観
光
基
盤
整
備
協
議

会
が
発
足
し
、
こ
の
ご
と
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
観
光
協
会
長
に
答
申
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
答
申
内
容
の
実
現

に
向
っ
て
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
ご

協
力
、
ご
支
援
を
受
け
る
予
定
で
す
。

「
魅
力
あ
る
環
境
整
備
し
は
、
市
民

に
と
っ
て
の
住
み
よ
い
ま
ち
。
つ
く
り
に

つ
な
が
り
、
大
洲
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ

を
創
り
、
車
の
流
れ
を
市
内
に
向
け
る

と
確
信
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
広
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
の
生
徒
募
集

脳出
空E竺型空事
TC  一一ーョ

Eζ一一一←三宝

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程
で
は
、

平
成
三
年
度
の
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
働
き
な
が
ら
、
ま
た
家
事
を
つ

づ
け
な
が
ら
、
月
二
回
程
度
日
曜
日
を

利
用
し
て
、
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。

出
願
期
限
四
月
五
日

(
期
間
中
に
出
願
で
き
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
四
月
二
十
六
日
ま
で
受

新

刊

図

書

案

内

空
虚
な
る
出
兵
上
垣
外
憲
一
著

吉

田

松

陰

留

魂

録

古

川

薫

訳

南

北

朝

の

動

乱

安

藤

英

男

著

朝

日

人

物

事

典

朝

日

新

聞

社

海
外
旅
行
ら
く
ら
く
ガ
イ
ド
ブ

y
ク

荻
野
洋
一
著

日
本
の
権
力
構
造
の
謎
上
・
下

C
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
著

社
会
主
義
の
別
世
紀
3
・
4
・
5

和
田
春
樹
・
他
著

実

業

人

生

論

藤

本

義

一

一

編

日

本

の

大

学

桂

文

珍

著

男
の
器
量
は
女
房
し
だ
い
広
瀬
久
美
子
著

聞

き

書

大

阪

の

食

事

農

文

協

結
婚
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
症
候
群

谷
村
志
穂
著

並
木
伸
一
郎
著

第
六
の
密
約

け
付
け
ま
す
。
)

問
い
合
せ
先

〒
加
松
山
市
持
田
町
二
丁
目
二
の

十
二

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
課
程

宮

0
8
9
9
⑮
0
1
3
1

図

書

医

者

の

自

に

涙

石

川

恭

三

著

乳
が
ん
を
か
か
え
て
生
き
る
女
た
ち

山
中
登
美
子
著

ご
れ
で
死
ね
る
行
だ
ん
フ
ッ
ト
編

わ
た
し
の
つ
く
る
贈
り
物

N
H
K

大

宰

治

長

部

日

出

雄

・

他

著

悲
し
が
る
君
の
瞳
銀
色
夏
生
著

続

明

暗

水

村

美

苗

著

婆

沙

羅

山

田

風

太

郎

著

海

辺

の

扉

上

・

下

宮

本

輝

著

幾

松

と

い

う

女

南

条

範

夫

著

剣

之

巻

縄

田

一

男

編

密

告

の

正

午

赤

川

次

郎

著

私
の
チ
ェ

I
ホ
フ
佐
々
木
基
一
著

盗
み

S
・
ベ
ロ
ウ
著 館

- 8ー



おおず広報平成3年4月1日

ズ片i.{子医詣台手=寺
頑張りましたレクバレー

2.1? 、，

2月17日、総合体育館でと平成 2年度大洲市レ

ク J)エーション・バレーボール大会ミが聞かれま

した。今大会には、 23チーム、約 230人の選手が

参加し、 2部に分かれて熱戦を展開しました。優

勝チームは次のとおりです。

01部優勝:市木ママさん(市木)

02部優勝:サザ、エさん(肱南)

まめ入りUパック

~ 2.20 

生
涯
学
習
推
進
大
会

昭
和
六
十
二
年
か
ら
H

匂
を
愛

す
る
会
H

が
扱
つ
で
い
る
「
ま
め

い
り
セ
ッ
ト
の
ふ
る
さ
と
小
包
し

が
、
今
年
も
好
評
を
博
し
て
い
ま

す。
セ
ッ
ト
の
内
容
は
、
ま
め
い
り

三
袋
(
ノ
リ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
し
よ

う
ゆ
味
、
各
二
百
グ
ラ
ム
ず
っ
て

ク

y
キ
l
二
袋
(
各
百
五
十
グ
ラ

ム
)
、
甘
酒
二
本
(
各
二
百
グ
ラ
ム
)

に
繭
で
作
っ
た
桃
の
花
が
一
輪
添

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

価
格
は
全
国
共
通
で
二
千
三
百

円
。
四
月
三
十
日
ま
で
大
洲
郵
便

局
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

2月末までの

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

イ牛 生士 Z 6 3 4 

負傷者 3 6 5 Z 

死 者 l 。

二
月
二
十
日
、
市
役
所
二
階
大
ホ
ー

ル
で
、
平
成
二
年
度
大
洲
市
生
涯
学
習

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
生

涯
学
習
運
動
の
展
開
へ
向
け
て
、
今
、

私
達
が
な
す
べ
き
こ
と
は
し
を
テ
l
マ

に
開
催
さ
れ
た
今
年
の
大
会
に
は
、
市

内
の
生
涯
学
習
関
係
者
ら
約
二
百
人
が

参
加
。
五
時
間
に
渡
っ
て
、
こ
れ
か
ら

の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

実
践
事
例
の
発
表
に
は
、
市
内
の
四

団
体
か
ら
四
人
の
代
表
が
壇
上
に
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
生
涯
学
習
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
新
谷
青
年
団
団
長
、
滝
野

克
巳
さ
ん
は
、
「
演
劇
を
通
し
て
し
と

題
し
て
発
表
。
全
国
青
年
大
会
で
優
秀

賞
を
獲
得
す
る
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
な

が
ら
、
『
結
果
そ
の
も
の
よ
り
も
、
全

力
で
頑
張
っ
た
と
心
か
ら
自
負
で
き
る

過
程
の
ふ
め
っ
た
こ
と
が
、
最
大
の
収
穫

だ
っ
た
』
こ
と
を
力
説
し
ま
し
た
。

9 

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
で
い
ま

す
。
開
講
す
る
講
座
は
、
書
道
、
硬

筆
、
俳
句
、
短
歌
、
問
碁
な
ど
七
十

三
講
座
。
申
込
期
限
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

申
込
期
限
一
四
月
三
十
日

連
絡
先
一
〒
一
八
六

l
O
一

東

京

都
国
立
市
富
士
見
台
二
三
十
六

N
H
K
学
園
八

E
八
十
一
係
(
宮
0

4
2
5
⑫
3
1
5
1
)
 

NHK学園受講生募集



院
陸
軍
…
川
町
-33一一

乳
幼
児
ト
担

健
康
診
断
)
;
滝

実

施

日

該

当

者

4
月
2
日
(
火
)
平
成
2
年
日
月
生
※

4
月
9
日
(
火
)
平
成
2
年
8
月
生
※

4
月
日
日
(
木
)
平
成
元
年
9
月
生

4
月
日
日
(
火
)
平
成
2
年
5
月
生
※

4
月
お
日
(
火
)
昭
和
臼
年
3
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

i
u時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

な
お
、
今
月
か
ら
、
七
ヵ
月
児
に
つ

い
て
は
育
児
相
談
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
の
診
察
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

平成3年4月1日広報

相談ごと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用くださし」

砂交通事故相談

とき 4月 8日

4月22日

ところ 市役所

砂人権相談

と き 4月22日 13日寺~16日寺

とごろ 社会福祉協議会事務局

惨法律相談

と き 4月 5日 13日寺~16時

とごろ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 4月1、10、22、25日

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 4月19日 9 日寺~12日寺

とごろ 市役所2階会議室

急ぐ時は宮⑫3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

と き 4月 5 、 22 日 10日寺~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

とき 4月25日 13時一15時

ところ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館fi@6100

大洲福祉会館E⑫0947

砂不動産無料相談

と き 4月15日 9 時~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエダ花居 2階、常磐町4

時

室
5

義

1

ココロ

~

。

会

土

寸

比

自

H

H

w

b

』

。
Q
U
 

1
よ

おおず

成
人
病
及
び
胃
が
ん
検
診

実

施

日

4
月
四
日
(
火
)

4
月
口
日
(
水
)

4
月
四
日
(
木
)

4
月
四
日
(
金
)

場

所

平
野
連
絡
所

上
須
戒
連
絡
所

三
善
連
絡
所

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

八
多
喜
連
絡
所

大
川
連
絡
所

新
谷
連
絡
所

菅
田
連
絡
所

南
久
米
連
絡
所

農
協
本
所(
喜
多
)

受
付
時
間

8
時
却
分

1
日
時
部
分

検
診
料
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
9
0
0

円
、
成
人
病
に
つ
い
て
は
随
時
。

4
月
2
日
(
月
)

4
月
お
日
(
火
)

4
月
M
日
(
水
)

4
月
お
日
(
木
)

4
月
お
日
(
金
)

4
月
初
日
(
火
)

4
月
7
日
(
日
)

4
月
比
日

(
日
)

4
月
紅
白

(
日
)

4
月
出
日

(
日
) 健

相

=11、
o* 

康

4
月
却
日
(
月
)

村
上
医
院
(
常
磐
町
)

宮
⑫
2
3
4
6

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑪
2
1
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

4
月
4
日
(
木
)

場

所

時

間

仙
昧
エ
キ
ス

9
時
加
分

1
ロ
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

1
日
時

4
月
お
日
(
金
)

大
洲
市
役
所

9
時
泊
分

1
日
時

※
4
月
白
日
は
成
分
献
血
で
す
。

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

4
月
弘
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
聞
は
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
わ
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

青
少
年
相
談
電
話

教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
に
関
す

る
様
々
な
相
談
に
お
答
え
す
る
た
め
、

青
少
年
相
談
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
ご
と
を
お
持
ち
の
方
は
、
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
毎
日
の
執
務
時
間
中

電
話
番
号
⑫
7
8
3
0

わお記 u 言T
びず事旧
の赤中商正
上;煉・、工
、瓦「会広
言了長官わ 2義幸良
正しお所二
いのず新百
た誤赤名手
しり f東・手'*~
まで瓦決しノ
すし館主四
。戸、」る
o ii ;〆 l

おおのジ

後

戸
U
-z-
ロ

10 

今
月
は
、
紙
面
の
都
合
で
、
奥
さ
ん

訪
問
H
を
お
休
み
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
、
ご
め
ん

な
さ
い
。

奥
さ
ん
訪
問
は
、
昭
和
五
十
六
年
六

月
号
か
ら
続
く
長
寿
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

毎
回
、
県
外
か
ら
嫁
い
で
来
た
奥
さ
ん

(
転
勤
族
以
外
の
人
)
を
捜
し
て
イ
ン

タ
ヒ
ュ
ー
を
申
し
込
み
、

H
O
K
H

が
出
れ
ば
記
事
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
候
補
者
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
毎
月
苦
戦
の

連
続
で
す
。
候
補
者
に
関
す
る
情
報
が

あ
れ
ば
、
企
画
情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

広
報
は
、
皆
様
か
ら
の
暖
か
い
ご
協

力
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Tこ
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